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私の数学散歩道(25) 平成 27 年 10 月 7 日提出

1997 センター入試(追試験)数学Ⅱ・数学Ｂ 第 1 問［1］の別解検討

数実研会員 村田 洋一

センター試験の過去問を遡って見ていたら下記の問題が気になりました。

面白そうで、いくつか別解が見つかる可能性があり 挑戦してみたところ、問題の指示に

沿った解を含めて下記 4 つの解を得ました。

また通常 答としての最大値、最小値のほか そのときの座標を示すことが多いですが、

本問ではその設問がないため追加し その理由を考えてみました。

結論は 問題の誘導から考えて計算が煩雑で、時間不足に陥るためと推定しました。

その他の解答があればご教示下さい。

( 問 題 ) 実数 yx, が 461211 22  yxyx を満たすとき、 22 yx  の最小値と

最小値を次のように求めよう。 また最大値をとるときの ),( yxQ 、最小値を

とるときの ),( yxR も計算しよう。(＊)

xy 平面上の原点O と他の点 ),( yxP を結ぶ線分OP の長さを ,r x 軸と動径

OP のなす角を とすると
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(＊)：アンダーライン部、当方で追記

解答 (1)は題意に沿った解
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次に最大値をとるときの ),( yxQ を求める。 cos2x sin2y
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また最大値をとる ),( yx は 222  yx ， 461211 22  yxyx を解いてもよい。

最小値についても同様。

（注）三角方程式①、②は tan についての二次方程式に帰着できる。

(2) 点 ),( yx を原点の周りに だけ回転した点を ),( YX とすると

 sincos yxX   cossin yxY  代入し整理すると
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一方 22222 ryxYX  であるから 半径 r の円と上記楕円の接点から

22 r のとき最大値をとり、
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閑 話 休 題

（問） 数 cba ,, があり、

7 cba ・・・①
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の値を求めなさい。

出典：岩波現代文庫 「やわらかな思考を育てる数学問題集」３

ドミトリ・フォミーンほか 2 名 志賀浩二・田中紀子［訳］ 問 133

１. オーソドックスな解（小生の解答）

方程式は①，②の 2 本、未知数は 3 個で一般的には解けないから cabcab  と

abc の関係に注目する。
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本書には簡単な、しかしなかなか思いつかないユニークな別解が付いています。

私も思いつきませんでした。頭が固くなっているのでしょうね。

一度挑戦してみて下さい。解答は裏面にあります。
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2. ユニークな別解（問題集の解答）
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